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インスピレーションになろう
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大阪鶴見ロータリークラブテーマ「もっとエモーショナルなクラブへ」

（２ページへ続く）

君が代・四つのテスト

〈第1597回〉 2016年7月3日（火） 本年度第1回 7月10日（火）

理事・役員就任挨拶 ２度目のイニシエーション

担当：中村浩一会員担当：理事・役員

いよいよ今年度最後の例会です。退任挨拶は後ほどにし
て、今日は肩の力を抜いて話します。
年度末が近づいてくるにつれ、今までは疑問にも思わなか

ったロータリー年度が7月初めから翌年の6月末であること
が、何となく気になって調べてみました。
113年前の1905年にシカゴRCが設立され、米国各地でRC

の設立が相次いだ後、1910年に初の年次大会となる第1回ロ
ータリー大会がシカゴで開催されました。ロータリーの初年
度は同大会終了の翌日8月18日から始まり、1911～1912年度
は同様に第2回、第3回大会の翌日8月21日から始まっている
そうです。年度が現在の7～６月になったのは1913年から
で、8月の年次大会までに会計監査を済ませておくためだった
そうです。
それはさておき、一つおかしいと思われませんか？今年の

国際大会はトロントで6月23日から開催中です。また来年は
バンブルグで6月1～5日の予定です。これでは年度の会計監
査は年次大会に間に合いません。そこでまた調べてみると、
現規定では年次国際大会を４～6月の間に開くことになってい
ます。このきっかけは第7回のシンシナティ大会で「夏は暑

い！」という事だったそうです。そのため次の大会を6月
に繰り上げ、ロータリー財団が発足した第8回アトランタ
大会は1917年6月17～21日の開催となりこの年度だけ国際
大会が2回開催されています。
ロータリー年度と年次国際大会日程には、以上のように

すっきりしない関係、良く言えば人間的ないきさつがあり
ます。どうせなら、クラブ会長や役員が忙しくて出席困難
な年度末の6月でなく、5月開催とかにしてほしいと思うの
ですが・・・
ところで、次年度RI会長バリー・ラシン氏のテーマは、

ご存じの通り「インスピレーションになろう（Be the 
inspiration）」です。RI会長エレクトであったサミュエ
ル・オオリ氏が昨年7月に急逝され、急遽指名されたラシ
ン氏は今年１月に会長テーマを発表されています。
「インスピレーション」と聞けば、ネルソン・マンデラ

氏の言葉『自分が想定している自分の力を越えるために
は、インスピレーションが必要だ』が思い浮かびます。
解釈は人それぞれと思いますが、ラシン氏がいきなり指

名を受けた時に「自分が想定している自分の力を越える」
決意をなさったのだと僕は思います。RIは何と多士済々な
組織でしょうか。ロータリアンであることに改めて感謝
し、我クラブと会員各位の大いなる発展を祈りつつ、今年
度の会長インフォメーションを閉じたいと思います。

インスピレーションになろう

　国際ロータリー（RI）四方山ばなし



卓  話

￥49，０００.-　　　　累計　￥１，300，０００.-

￥14，０００.-　　　　累計　￥40８，０００.-

この１年、皆様のご協力を得て、遣り甲斐のある会長年度
を過ごすことが出来ました。本当にありがとうございまし
た。
今年度はイアン・ライズリー RI 会長による「ロータリー : 

変化をもたらす」というテーマを受けて、クラブテーマを「変
化をもたらす力：会員増強」とし、片山勉ガバナーの「個性
を活かし、参加しよう」というスローガンの実践を図ってき
ました。
変化をもたらす「クラブの力」の尺度として、「会員の個

性と活動力 × 会員数 × 参加機会 × 出席率」＝「クラブの総
活動量」を念頭に置き、その最大化を目指しました。
なかでも「会員数」は予算の多寡と直結し、予算が多いほ

どより沢山の参加機会を会員に提供することが出来ます。ま
た、新会員の個性や得意技がクラブの力を押し上げます。参
加機会が乏しく会員が少なければ、クラブの活動量には自ず
と限界があり「弱いクラブ」になりかねません。そこで、会
員増強を最重点の課題にしました。
その結果ですが、会員増強については今年度の早い段階で

3 名の新会員に参加して頂くことが出来ましたが、クラブ内
目標である 5 名に達することが出来ず大いに反省していま
す。
一方「クラブの総活動量」は、5 月 22 日のインフォメー

ションでも触れたように、例会数の増加と出席延べ人数の増
加、イベントの増加と参加会員の増加が顕著であり、それな
りの成果をあげたものと思っています。
それはともかく、会長として最大の功績は、高木会員に幹

事をお願いした事だと考えています。大手企業の社長たりう
る力量とプロフェッショナルな職業奉仕をいかんなく発揮し
て頂きました。今年度功労者の筆頭として高く讃え、深く感
謝したいと思います。

高 木 会 員 一年間ご協力頂きまして大変ありがとうござい
ました。（長い長い１年でした。）

濃 添 会 員 秀島さん、高木さんお疲れ様でした。役員の皆
さん、私を含めお疲れ様でした。

山 崎 会 員 秀島会長、高木幹事、理事、役員の皆様、１年間
本当にお疲れ様でした。

田 中 会 員 本年度１年間ありがとうございました。次年度
山本船長のもと皆様ご協力をお願い致します。

笹 野 会 員 親睦委員の皆様、ホタルの夕べありがとうござ
いました。秀島会長、高木幹事、１年間大変お
疲れ様でした。

菊 井 会 員 秀島会長、高木幹事１年間ご苦労様でした。山
本会長、源幹事、これからの１年間宜しくお願
いします。

清 水 会 員 秀島執行部の皆様１年間御苦労様でした。

小 山 会 員 １年間理事役員の皆様ご苦労様でした。健康で
毎週出席できるよう来年度も頑張ります。手根
管症候群の内視鏡施術が成功し良くなりまし
た。

木 村 会 員 国際交流基金への寄付、会員皆様のご協力あり
がとうございました。委員長としてお礼申し上げ
ます。

秀 島 会 員 一年間ありがとうございました。すべてに感謝
です。

大 草 会 員 先週ホタルの夕べ欠席のお詫び。

木 村 会 員 例会欠席のお詫び。今年度は出席率の悪化に
貢献しました。誠に申し訳ございません。

水 間 会 員 秀島会長、高木幹事この１年間本当にお世話に
なりました。来週からはゆっくりとロータリーラ
イフを楽しんで下さい。

笛 吹 会 員 今期の理事・役員の皆様ご苦労様でした。
山本（良）会員 秀島丸、無事入港おめでとうございます。色々お

世話になりありがとうございました。

吉 羽 会 員 来期親睦委員長を務めます。抜け、忘れが多い
と思いますのでご支援宜しくお願い致します。

7月03日（火） 理事会 　理事・役員就任挨拶

理事・役員退任挨拶

担当：理事・役員

幹事：高木　茂幹事報告

秀島　博規2017-18年度会長

田中（英）、大草、山崎、笹野、濃添

須田、高木

7/1 水間、7/27 濃添

7/1 津野、7/16 秀島

誕生日

結婚記念日

事業所創立日

山本、田中
一年間皆出席賞

ホームクラブ10回連続賞
【4年】濃添
在籍年数

今月の表彰とお祝い



6月26日【1596回】

担当：濃添会員

会員数　 　 　 　 34名

（内出席規定免除   9名）

出席会員   24名中  17名

出席免除会員  10名中  6名

出 席 率 23/30  76.67%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 23名

前々回  6/12  Ｍ/Ｕ 1名

修正出席率　    74.19%

山崎年度、秀島年度と２年に渡り会計を担当させて頂きま
した。と申しましても事務局の樋口さんに総て事務処理をし
て頂きチェックをするだけの２年間でしたが、何とか無事に
職務を終えることが出来ますこと、緊縮財政を理解いただき
会長・幹事はじめ各委員長さんにご協力を頂きましたことを
心より御礼申し上げます。そして何より樋口事務局に感謝い
たします。２年間有難うございました。

今期も含め、過去４年間役員・理事として理事会に名を連
ねてきた。
理事会はその年度の会長の方針に沿って重要な事項を審議

し、決定する総会に次ぐ大切な会であると考えられる。
私個人としても役員、理事の一人として会長を補佐するよう
努めてきたもりである。
菊井会長年度に３５周年に向けて「飛躍の礎」の答申書を

だしたが、「絵に描いた餅」に終らぬよう、もう一度読み直
して少しでも３５周年目の目標に近づけるよう努力してほし
い。
クラブ活性化のためには、どうしても会員数が減少すると

予算の都合で奉仕活動が内向きになってくるようなので、そ
の点からも会員の増強が必要で悪い循環から良い循環になる
よう会員の意識を高めていくよう次回の理事会の構成メンバ
ーにお願いし、また期待している。

今期は理事としての務めを果たせず申し訳ないでした。特
に増強に関して、役立たずであったように思う。
それと、出席率については根本的に考え直す一年であった

ように思います。

本年は交換留学生のお世話ということになり、結構仕事量
があったのではと思っております。第１ホストファミリーの
源さん、第2及び第4ホストファミリーの森さん、第3ホスト
ファミリーの発さん、森さんをご紹介いただいた佐藤さんに
はお世話になりました。交換留学生のソニアちゃんは、6月
30日の帰国ということで、私の任期ギリギリまできっちりと
働かせていただきます。なおソニアちゃんは6月30日昼12：
30伊丹発、羽田行きJAL便で帰国の途に就きます。お見送り
いただける方は11：20分ごろまでに北ターミナル出発ロビ
ー、エスカレーターあたりにいる予定ですので、お越しいた
だければ幸いです。
1年間ご支援ありがとうございました。

当時の山崎会長に「会長をやれ」と言われ、最初はお断りし
ていましたが、やがて「参りました」の状態に追い込まれてし
まいました。エライことになってしまい、どうやって気持ちを
切り替えれば良いのか途方に暮れました。幸い、その時に頭を
よぎったことが二つありました。一つは生前、宇野さんに「山
本さん、そろそろ会長やらなアカンでぇ、でも、その時、僕、幹
事するでぇ」と仰って頂いた記憶が蘇り、「師匠に背くことは
できない」と思ったこと。もう一つは山崎さんから逃げ回って
いた頃、父が私に言った「会長をやることは良い勉強になる、
得難い経験だ。やらない手はない、やるべきだ。」という会長観
を思い起こしたことです。重責を担うという現実に対し、会長
職を己れ自身の修行の場と勝手に解釈し、自分で自分を無理
矢理 納得させました。そして、そう自分に言い聞かせて今日
まで来ました。実際、一年余りの次年度準備に際し、必要に迫
られ、色々なことを考えた結果、これまで見えなかったものが
見えるようになりました。今となっては「やらない手はない、
やるべきだ。」は本当だったと実感しております。私は自分の
経験から、また、会長エレクトとして、これから会長になる
方々に声を大にして申し上げたいです。
「会長職は本当に勉強になる。その経験はロータリーだけでな
く、仕事にも大いに役立つ。」
「同じやるなら若いうちに経験し、そのノウハウを長きに渡っ
て活用した方が得だ。」と。

この一年間、歳を取るのはあっという間でしたが、幹事と
しての役割を果たす上では、大変長く感じたのが本音です。
入会して３年の経験で当初は不安ばかりでしたが、理事、役員
また会員の皆様や事務局の樋口さんにも多大なるサポートを
頂き、何とか大過なくここまで辿り着けましたことに改めて
感謝を申し上げます。
今後はこの経験を活かし、会員や家族、更には外部との親

睦、コミュニケーションを図り、組織の活性化のために少しで
もお役に立てるよう頑張って参りたいと思っております。
１年間有り難うございました。

1年前の晴れやかな解放感を思い出しました。この1年
は、特別事業長期計画委員長としての役割でしたが、３５周
年実行委員会を立ち上げたこと以外、できませんでした。次
年度の秀島委員長に委ねたいと思います。１年間、本当にあ
りがとうございました。

山本　隆一会長エレクト

佐藤　俊一国際奉仕理事

発　　剛士副会長

皆様にはこの1年本当にご迷惑をおかけしました。

翌々年度には大きな役のご指名を頂戴していますので頑張り
ます。

笹野　貴志職業奉仕理事

高木　 茂幹事

山崎　修一直前会長

中村　浩一会計

濃添　敬造青少年奉仕理事




